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研究成果の概要（和文）：身体的機能、精神的機能、社会的機能などの理由から、社会復帰に向けた集団処遇、
集団教育プログラムに乗りにくい受刑者に対して動物介在介入を行い、対象者への気分やコミュニケーションの
改善効果が明らかになった。新型コロナウイルスの感染拡大により、世界的に動物介在介入の実践が止まってし
まった期間は、動物介在介入のプログラム開発・改良やレビュー、実践の基盤となる人と動物の関係や対人援助
行動・事業に関する様々な調査研究を実施した。

研究成果の概要（英文）：This study conducted animal assisted interventions toward prison inmates who
 had difficulty in the group treatments and group education programs due to their physical, mental, 
and social functioning, and revealed the effects of improved mood and communication on the inmates. 
During the period when the practices of animal assisted intervention were halted worldwide due to 
the pandemic of COVID-19, this study developed and improved animal assisted intervention programs, 
conducted review studies and various surveys on human-animal relationships and interpersonal helping
 behaviors and projects as the basis for the animal assisted intervention practices.

研究分野： 社会科学

キーワード： 社会福祉関係　ストレス　コミュニケーション　動物介在介入

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究で実践している伴侶動物を介在させることによって対象者に寄り添う動物介在介入の支援方法は、可塑性
が大きいことが確かめられ、受刑者の福祉向上やその後の円滑な社会復帰、ひいては人々が信頼と協力の元に共
生できる社会の構築が期待できる。つまり、司法福祉の充実のみならず、一般人の生活を含む多方面への波及効
果が期待できる。日本社会に適合した政策立案には、日本からの学術的報告が不可欠である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
現在の日本の高い再犯率は、犯罪者の更生支援に課題を残すだけでなく、安全・安心な社会を

揺るがす。現在、全国の刑務所において、受刑者に対して様々な社会復帰教育が開発され実施さ
れているが、身体的機能、精神的機能、社会的機能などの理由から集団処遇、集団教育プログラ
ムに乗りにくく、特別な支援が必要な受刑者もいる。本研究は、このような事態の改善に寄与で
きる可能性がある。 
動物介在介入は、人の心身の健康増進、治療、教育などのために、動物を用いて効果をあげよ

うとする実践である。人と動物の親和的な触れ合いが、補完代替療法や生活の質の向上といった
領域で注目され、効果検証もなされてきた。動物との触れ合いには、人の血圧の降下や医療機関
への受診回数の減少といった身体的効果、抑うつの減少や自尊心の高揚などの心理的効果、他者
との会話の増加や人間関係の改善などの社会的効果が証明されている。 
刑務所における動物を用いた社会復帰教育プログラムは、他の動物介在介入の効果の様相と

根本は異ならない。受刑者更生という困難な取り組みの中では、動物を介在させて少しでも効果
をあげようとする試みは魅力がある。しかし刑務所での実践には、様々な制約があり、また特殊
な配慮が求められ、科学的実施条件を満たすことは容易ではない環境にある。そのため、実践が
比較的ある欧米であっても、科学的な取り組みはまだ少ない。刑務所で最も導入されているイヌ
介在介入でも、システマティックレビューの基準を満たす効果検証論文は、2020 年において世
界でも 20 編しか認定されていない。本研究が位置づくプロジェクトからの研究成果として、受
刑者への身体的、心理的、社会的効果を実証した 2 編の論文は、この 20 編の中に数えられ、欧
米が先導する当該分野でも注目されている(Villafaina-Dominguez et al., 2020)。このプロジェ
クトは、知的障害や精神疾患を持つ受刑者のストレスマネジメントやコミュニケーション能力
を向上させるための動物介在介入プログラムを開発・発展させ、その効果検証を行うものである。
動物の導入は、様々な対応が可能であり、構造化や標準化された教育プログラムを実施する前段
階の基礎講座として適している。さらに、受刑者の犯罪傾向や生活背景、心理・発達・能力など
の特性には個人差があり、各自が抱える困り事や課題も様々複雑である。動物介在介入の適応範
囲をより広げるためには、介在動物の種や人と動物の関係を踏まえた介入方法を吟味し、プログ
ラムを開発・改良していく必要がある。 

 
２．研究の目的 
本研究期間は、新型コロナウイルスの感染流行期にあたり、世界的に動物介在介入の実践が止

まってしまった。当初は、刑務所における社会復帰のための更生教育での動物との触れ合いが、
受刑者のストレスマネジメントやコミュニケーション能力の向上に与える効果を検証するため、
新規プログラム、改良プログラムという 2 種の実践研究を行った。さらには、動物介在介入の実
践の理論的、技術的基盤となる人と動物の関係の解明に研究目的を広げ、社会状況に応じて資料
調査や論文調査を行った。 

 
３．研究の方法 
 受刑者のストレスマネジメントやコミュニケーション能力を向上させるために、受刑者の特
性に応じて動物を介在させた 2 種の更生教育プログラムを 2 カ所の刑務所において実施し、質
問紙を用いた効果検証を行った。市民による実践では、実践側に過度な負担をかけないようにモ
ニタリングも行った。 
コロナ禍においては、動物介在介入に関する論文のレビュー、動物絵本の中の人と動物の関係

の描写の定量化、人々の援助行動・事業についてのウェブ調査などを行い、論文執筆や投稿活動
に力を入れた。 
 
４．研究成果 
研究期間初期における刑務所での改良版イヌ介在介入プログラムの実施では、動物との触れ

合いによって対象者の気分や対人、対動物とのコミュニケーションの改善が認められ、基本的効
果に関して従来版と遜色ない結果となった。その後の新型コロナウイルスの感染流行のため、こ
の改良版プログラムは実施できなくなった。そのため、コロナ対策を施したプログラムを計画し
直した。しかし、期間内に感染流行は収まらず、このプログラムは結果的にはうまく機能しなか
った。別の刑務所では、少人数制で個別課題に対応するヤギ介在介入プログラムを実施していた。
事例研究として、対象者の生活面で顕著な効果が得られたが、施設でのヤギ飼育が困難になり、
プログラムは中止となった。その後、小型草食動物を介在用に育成し、ヤギプログラムの骨子を
踏襲した新規プログラムを構築し、実施した。このプログラムは、対象者の悪い気分を好転させ
る効果が確かめられた。またプログラムの効果には個人差があり、今後、実践を積み重ねること
で精査が可能になると考えられる。 
研究期間の後半では、コロナ禍でも可能な研究として、様々な動物種による介在介入の効果や

導入についての総説論文を執筆し公刊した。従来よく用いられてきたイヌやウマ以外の動物介



在介入の有効性を確かめ、実践の多様化や発展の可能性を論じた。また動物介在介入の教材開発
やプログラムの開発、改良の基礎的知見となりうる動物絵本の描写の定量的分析を行い、動物観
や人と動物の関係について論文を公刊した。絵本には多くの動物が登場するが、社会に流布して
いる動物種のイメージや人との関わりの歴史に沿った描かれ方をしており、動物に対する態度
が発達初期から絵本を通して読者に形成されていくことが推察されること、その中には現実と
は異なる動物の生態や行動が描かれることもあり、人と動物の関係を悪化させる懸念も見出し
た。また、人の主人公が絵本の中で様々な経験を積むにあたり、描かれた動物が現実の介在介入
で見られるような役割を果たしていることを確認した。さらに、一般人による他者への援助行動
とそれを誘発する効果的な啓発方法についての研究を進めた。そして、ウマとヤギの個体特性に
注目した対人行動を含む社会的認知能力に関する実験を行い、人と動物のコミュニケーション
を円滑にするための示唆を得た。その他、人々の動物観や動物利用に関する倫理観、動物に関す
る対人コミュニケーション、人と動物の相互交渉、小型草食動物による介在介入プログラムの開
発などの研究を進めた。これらは、動物介在介入の実践の成否に影響する潜在的要因になり得る
と考えられる。結果として、厳しい社会情勢下でも遜色ない研究成果をあげることができた。 
伴侶動物を介在させることによって、対象者に寄り添う本研究の支援方法は、受刑者の福祉向

上やその後の円滑な社会復帰、ひいては人々が信頼と協力の元に共生できる社会の構築が期待
できる。つまり、司法福祉の充実のみならず、一般人の生活を含む多方面への波及効果が期待で
きる。日本社会に適合した政策立案には、日本からの学術的報告が不可欠である。本研究で得ら
れた研究成果を活かし、実施者にも大きな負担を伴わない動物介在介入プログラムを開発・確立
し、海外にも発信していきたい。 
一方で本研究ならびに当該分野は、新型コロナウイルスの感染流行による実践中止という予

期せぬ事態に見舞われ、大きな打撃を受けた。社会が混乱する状況では、支援を必要とする社会
的弱者が大きな不安を抱くにもかかわらず、接触を控えるために支援の提供ができないという
大変心苦しい期間が続いた。命あるもの同士が膝を交えて対面し身体接触し、ぬくもりを分かち
合い助けあう動物介在介入の本来の強みや独自性が、状況が変われば弱点になることも明白に
なった。この打開策について、現状では決定打となるものを見い出せておらず、今後の課題であ
る。 
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